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II.  分析の枠組み  




























































ス検討対象期間は，小学校 6 年時の 4 月から卒業ま
での 3 月までである。 
 
















	 本実践事例の対象は，M 児童養護施設に入所中の A
（男児）である。現在中学 2 年生で 14 歳である。家
族関係（構成）は実父と妹 B 子である。ちなみに B
表 1	 ソーシャルワークの機能と役割	 
機能 役割 











治療機能 (counselor/clinician) カウンセラーやセラピストとしての役割 
教育機能 (educator) 教育者としての役割 
保護機能 (protector) 子ども等の保護者（プロテクター）としての役割 
組織機能 (organizer) フォーマル、インフォーマルな活動や団体を組織する者（オーガナ
イザー）としての役割 
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小学校 6 年生の 4 月から卒業までの 3 月までの A
の状況について	 
	 小学校 6 年時の 4 月から卒業までの 3 月までを月
別に区分し見ていく。 


































































































	 【父子関係】	 A が一時保護所入所中も A のこれ
までの暴言・暴力について幾度か話し合いが持たれ
ていた。 


















































に①A は 1 時間目からの登校を望んでいたが，教員と
職員の見立てでは困難が予想されたため従来通り 2
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また A は B 子に対して学校で暴力をふるってやると
発言しており，B 子に対するイライラを強めている傾
向であった。 

















































	 【学校生活】	 12 月上旬，A は落ち着いて過ごし
ている様子であり，泣いている友人の話し相手にな
























































た。2 月中旬，中学校にて A の今後の進路についてカ
ンファレンスを行った。参加メンバーは，小・中学
校関係者，児相ワーカー，職員（施設長も含む），実
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次第にイライラし始め，職員にかみついたり殴った
りの暴力を始め，窓ガラスまでわってしまった。実
父は A が興奮するのは，B 子が一緒に実父宅に行く
ということを制止しているためであり，施設の対応
が悪いと言い職員の対応を批判した。 






















IV.  考察  























































































































接的援助機能（第 2 位），仲介機能（第 3 位），ケー
スマネージャー機能（第 4 位），組織機能（第 5 位），






























	 第 4 に，ケースマネージャー機能は，主に父子関
係で用いられていた。これは週末帰省や父子関係の
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図 1	 小学校 6 年生の A の経過について  
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図 1	 小学校 6 年生の A の経過について（続き） 
ソーシャルワークの機能・役割に関する実践的考察と検討 
 






要がある点である。（2014 年 9 月 14 日了） 
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Abstract: This paper reviews an example of social work practices in a foster home, which clarifies the 
functions and roles of social workers in such homes. The significance of this study for society is that an 
analytical review of social work practices such as the one described here can contribute to the accumulation 
of data for the development of social practice theory. This study revealed that social work functions and roles 
were employed in every aspect to support children’s lives. For support of children’s lives, there was 
professional cooperation and organization in many institutions. The role of social workers was intended to 
enhance the quality of the children lives. On the other hand, the children were often observed as being 
vulnerable. Therefore, in order to care for children’s well-being, it was critical that attention was paid to 
residential care and specific case management. Social worker functions and roles are important in ensuring 
that a child adjusts to its new living and social environment. 
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